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デグサ　2006年度 業績発表
RAGグループの一員として好業績を記録
· 売上高12％増、EBITは19％の増加
· グループ全体の純利益が大幅増
· 資本コストを上回る収益
· 2007年度展望：売上高とEBITともに前年比増の見通し
デグサ（本社：ドイツ、デュッセルドルフ）は2006年度の業績を発表しました。デグサの取締役会長であるクラウス・エンゲルは、「2006年度はデグサにとって大きな成功の年でした。需要の拡大により、すべての地域において事業を拡張することができました。さらに、年内に販売価格を引き上げたため、原料費急騰による損失を取り戻すことができました」と述べました。

売上高12%増
世界有数のスペシャリティケミカル企業であるデグサの2006年度売上高は、前年度比12％増の109億ユーロ（2005年度：98億ユーロ）となりました。この内、5％ずつが販売価格の上昇と販売量の増加によるものであり、残りの2％は連結範囲の変更によるものです。
EBIT19％増
EBIT（金利・税引前利益）は19％増加し、8億7,900万ユーロ（2005年度： 7億3,700万ユーロ）に達しました。これは販売価格の上昇、販売量の増加、設備稼働率の改善、そしてコスト削減によるものです。しかし、原料費とエネルギーコストの毎年の上昇により、収益の増加は抑えられています。

グループ純利益の大幅増

グループの純利益は、建設化学および食品原材料事業の売却に関連する利益増により、18億3,300万ユーロに成長しました。2005年は、ファインケミカル事業に関連する減損費により、2億9,000万ユーロの損失となりました。グループの少数株主持分控除後の純利益は、前年の4億9100万ユーロの純損益に対し、13億8,800万ユーロと大幅な伸びを記録しました。

ROCE（使用総資本利益率）も11.1％（2005年度：8.6％）と堅調な伸びを示し、9％であるデグサの資本コストを上回る収益を達成しました。また2006年度の創出価値は1億6,600万ユーロとなりました。

純利益の高成長により、デグサ グループの株主資本比率は2006年度末で33.7％（2005年：31.0％）と大幅に増加しました。

デグサの最高財務責任者であるハインツ ヨアヒム・ワグナーは、「営業活動によるキャッシュフローは35％増加し9億7,200万ユーロ（2005年度：7億1,800万ユーロ）に達しました。これは、EBIT増を反映した満足すべき成長です。事業売却による高収益も寄与し、デグサ グループの現在の純負債額は7億ユーロとなりました」と述べました。

2007年度の展望
エンゲル取締役会長は次のように述べています。「2007年度の売上高は前年比で若干増加し、EBITもわずかに上向くと見込んでいます。また、高騰する原材料費をこれまで以上に価格に反映することができればと考えています。」

2007年のデグサ グループは、事業売却が寄与した2006年度ほどの高収益は見込めないとしています。そのため、2007年度の少数株主持分控除後純利益は2006年度を下回ると予想しています。
	デグサ グループ　主要財務データ

	単位：100万ユーロ
	2006年
	2005年
	前年度比（％）

	売上高
	10,919
	9,784
	+12

	EBIT
	879
	737
	+19

	税引前利益
	1,833
	-290
	-

	少数株主持分控除後純利益
	1,388
	-491
	-


デグサはグローバルに展開している世界有数のスペシャリティケミカル企業です。現在、RAGグループの100％子会社である世界のデグサ グループの総社員数は約36,000人です。2006年度の年間総売上は109億ユーロで、EBITは8億7,900万ユーロを計上しました。デグサは革新的な製品とシステムソリューションを提供することで、ビジネスの成功には欠かせない貴重な役割を担っています。「クリエイティング・エッセンシャル」-本質を創造する-それが私達デグサの仕事です。






















